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飲酒行動に関する心理学的研究 Ⅰ†

中村 完* 国吉和子**

島 袋 恒 男 *** 名城 嗣 明*

Ⅰ 序

本研究は飲酒行動に関する諸側面について主に心理学的立場から解明す

ることを目的とする｡具体的には次の6点について明らかにしていく0

1)飲酒行動の発生条件となる個人のパーソナリティ要因及び個人をと

りまく状況的要因を明らかにし､個人的 ･社会的状況における飲酒の機能

を把握する｡

2)習慣的飲酒行動及び逸脱的 ･病理的飲酒行動のメカニズムについて

個人的 ･状況的･文化的側面から検討する｡

3)地域間比較を行うことにより､地域の飲酒の習慣 ･様式と社会的･

文化的な結合力 ･認容度の相互関係を明らかにする｡

4)工業化や都市化などによる社会構造の変化が個々人の飲酒行動の形

態に如何なる影響を及ぼすか｡また､それは個々人にとって社会的適応上ー

如何なる意味をもつかを検討する｡

5)酒類に対するイメージの構造分析と､飲酒行動及び飲酒者に対する

認知 ･評価の要因分析を行う｡

6)このような実証的研究を通して､飲酒の個人及び社会に及ぼすネガ

ディプな影響への対応策を導き出す上で何らかの示唆を与え､役立てる｡

上記の目的を達成するための基礎的研究として､これまで飲酒行動に閲

注 *琉球大学

**沖縄大学

***琉球大学 (法文学部非常勤)

T本調査の実施に当っては沖粗県本島､離島の各地の多くの方々の協力を

得ました.ここに記して感謝の意を表します｡
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遵する既存の統計資料を基に､沖縄県における酒類消費の動向や消費パタ

ーン等の実態と､質問紙による大学生の飲酒行動の一般的傾向 (一部)に

ついて報告してきた (沖縄心理学研究 6号､1983 参照)0

本研究の背景を理解す るうえで､沖縄の酒類の消費動向や､飲酒行動

に関連する沖縄県内の社会的状況､とりわけ風俗営業所等の実態について

概観することは有益である｡図1は､沖縄県における復帰後 (昭和47年～

昭和57年)の酒頬消費の動向を全国のそれと比較 したものである.昭和47



表 1 風俗営業等九州各県人口割比較

区分県別 風 俗 営 業 所 深 夜 飲 食 店営 業 所 数 1 営 業 所当 りの人 口 営 業 所 数 1 営 業 所

当 りの 人 口福 岡 4,399 1,028.8人 9,9

38 455.4人佐 賀 1,304 671.

5 2.211 396.0長 崎 1.224 1

,304.2 5,745 277.8熊 本 2,687 668.4 2.863 627.3

大 分 1,375 900.4 4,654 26

6.0宮 崎 1,306 888.4 5,304

195.9鹿児島 2.013 893.7

6,319 284.7沖 縄 4,256 265

.2 7,277 155.1九 州 18,564 760.2 44.311 31

8.6全 国 154,934 755.2 329.160 355.4

資料 :沖縄県犯罪統計書 (昭56)衰 2 種類別酒の大量消費地 (

ベス ト10)(成人人口1人当りの消費量)類順位 ビ ー

ノレ ウ イ ス キ ー 泡 盛(しようちゆう乙類)1 位 大 阪 80.37 2 北海道 8.152鹿児
島 24.1222 位 東 京 76.25 東 京

8.10 宮 崎 20.703 位 沖 縄 63

.41 青 森 7.32 沖 縄 12.494 位 京 都 61.53 神奈川 6.04 熊 本

5.955 位 兵 庫 60.56 宮 城 6.0

2 大 分 5.356 位 高 知 59.54

沖 縄 5.46 福 岡 4.307 位 広 島 58.16 山 梨 5.46 長 崎 3.

278 位
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所､深夜飲食店の両方とも九州地区において軒数で福岡県に次いで2番目

に多く､人口割りでみると両方とも1位の軒数を有している｡

このような状況下で､他方､沖縄県精神衛生センターの調査 (昭56)に

よると､近年沖縄県において ｢酒害に関する問題｣の相談が増加しつつあ

ると報告している｡

このような沖縄における酒類の消費動向や飲酒に関わる沖縄の社会的状

況､その他の沖縄の文化的特質､並びに生活様式等が沖縄住民の飲酒行動

の形態に種々の影響を与えていることは十分に考えられる｡

そこで､本稿では沖縄住民を対象に飲酒の実態､動機､習慣や､住民の

飲酒行動に対する認知､評価等を質問紙法によって調査 し､その結果を基

にそれぞれについて､地域間比較､一般成人と大学生との比較等を行い､

沖縄住民の飲酒行動の特徴について検討することを主な目的とする｡

Ⅱ 方 法

1. 調査対象

沖縄県内に居住する一般成人741名と学生71名を調査対象とした｡地域

別､年齢別､職業別の詳細は衰3-表5に示す通りである｡なお､職業別

の欄に主婦30人が含まれているが､今回は分析対象から除外した｡また表

3-表5の合計値が異なるのは記入漏れによる｡

表3 地域別調査対象内訳

都 市 農 村 久米島 八重山 宮 古

大 学 合 計人数 232 213 83 93

119 71 811形 28.6 26.3 10.2 ll.5 14.7

8.8 100.0表4 年齢別調査対象内訳20才未 満 20-24才 25--29才 30-34才 35-39才 40-44才 45.-49才 50才以 上 合 計

人数 1 73 9 109 208 195 161 55 811

%



表 5 職業別調査対象内訳

農 業 漁 業 商 業 工 業 製造業 サービス 業 建

設業 金融業人数 81 24 57 12
17 59 106 7% 10.0 3.0 7.1 1.5 2.1 7.3 13.2 0.

9会社員 公務員 自由業 主 婦 学 生

無 職 合 計人数 167 119 43 30 71
10 803% 20.7 14.8 5.3 3.7

8.8 1.2 100.0披調査者の特徴について若干補足しておくと､年齢別

では35才～39才が最も多く､次いで40才～44才､45才～49才と

なっている｡20才～24才が比較的多

いのは､大学生を含むからである｡職業別では､会社員､公務員､建設業

が多く､工業､漁業､金融業が少ない｡調査地域の詳細を示しておくと､本島都市部には那覇市

､沖縄市､名護市

が含まれ､本島農村部には､玉城村､具志川市 (農村部)､今帰仁村が含ま

れている｡2.調査の

実施調査は､大学

生が 1983年 2月に実施され､一般成人は1983年 3月～5月の間に実施さ

れた｡3.

調査票の作成調査票の作成に関しては､次の5つの飲酒行

動領域を設定して行なわれた｡ア.飲酒の

実態ィ.飲酒の動機ク.習慣的飲酒エ.宴
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以上5領域に関する合計47項目の設問に性､年齢等のデモグラフィック要

因5項目を加えて､ ｢飲酒行動に関する調査｣票を作成した｡回答はあら

か じめ用意された選択肢から選ぶ多肢選択法 (1つ､または3つ選択)と､

必要な事柄を書きいれる記入法によった｡

4.調査の手続

調査は､各調査地点に位置する小学校在学の6年生の父親を対象として､

児童を通して調査票の配布と回収を行なった｡なお､児童の父親が不在､

または欠損の場合は､祖父､兄などの家族や親類の成人男子の回答を求め

た｡

5.データの処理

本稿では､各設問項目における応答結果を単純集計し､項目×地域の二

重クロスの応答分布表を作成し､地域間比較の分析に焦点を当てた｡なお､

項目11､12は記入が不完全なため分析の対象から除外した｡

Ⅲ 結果と考察

1)飲酒の実態

まず､最も好まれている酒は一般成人の場合､全体的に ｢泡盛｣(21.0

%～50.6%)､そして ｢ビール｣(19.8%～41.5%)､｢ウイスキー｣(18.5

%～33.6%)があげられている｡地域別にみると､本島の都市部では ｢ビ

ール｣(41.5%)が最も好まれ､次いで ｢ウイスキー｣(27.1%)となって

いる｡都市部では ｢泡盛｣はや 低ヽ率(21.0%)であるが､農村部では

(29.8%)､｢ビール｣(29.8%)や ｢ウイスキー｣(29.8%)とともに同比

率を示し､都市部よりや 高ゝめになっている｡一方､離島地域では酒のな

かで ｢泡盛｣を好む者が最も多く(35.3%～50.6%)､ なかでも､久米島

(弧6%)が最も高い率となっている｡

大学生の場合は ｢ウイスキー｣(36.6%)と ｢ビール｣(35.2%)がよく

-44-



好まれ､本島の都市部の一般成人の傾向とや 類ゝ似 している｡しかし､大

学生では ｢泡盛｣は一般成人はど好まれていない｡一般成人の場合は都市

部でも｢泡盛｣は結構好まれている｡(項目1参照)

ところで､実際に飲む機会の多い酒や量的に多く飲んでいる酒の種類に

ついての回答をみると､ ｢飲む機会の多い酒｣としては一般成人､大学生

ともに ｢泡盛｣(25.8%～69.5%/36.6%)をあげ､｢ビール｣(17.2%

～40.6%/28.2%)､｢ウイスキー｣(8.5%～27.9%/31.0%) と続い

ている｡首位にある ｢泡盛｣を ｢好きな酒｣としてあげた比率と対比させ

ると､一般成人､大学生ともに ｢好きな酒｣よりも ｢飲む機会の多い酒｣

の比率が高くなっており､両者にいくらかギャップがみとめられる｡その

傾向は特に離島地域に強い｡このように､全体的な飲酒状況としては好み

の問題もあるが､日常的に地酒の ｢泡盛｣を消費する機会が比較的多いこ

とが示唆されている｡ (項目2参照)

また､量的に多く飲まれている酒はと言えば､一般成人の場合は全般的

に ｢泡盛｣(23.7%～61.0%)であるが､地域差がみられる｡本島では｢ビ

ール｣(38.1%～44.3%)が最も多く飲まれ､その傾向は農村部より都市

部に濃い｡ ｢泡盛｣では農村部がや 高ゝい率を占めている｡一方､離島地

域では ｢泡盛｣を飲む者 (41.5%～61.0%) が最も多く､続いて ｢ビー

ル｣が高率となっている｡とくに ｢泡盛｣を飲む傾向は久米島や宮古では

目立って強い｡

大学生では ｢ビール｣(38.0%) が一番高い率を示しているが､｢泡盛｣

も30%近くの者が飲んでいると回答している｡ (項目3参照)

自宅外での飲酒頻度に関しては､一般成人ではどの地域でも ｢月に1･2

回｣というのが最も多く(41.2%～75.4%)なっている｡離島地域は本島

よりも飲酒頻度が比較的高く､ ｢月に3- 5回｣とか､ ｢月に10回以上｣

と回答した者が離島地域でやヽ多くなっている｡大学生は ｢月に1･2回｣

と回答する者がかなり多い (75.2%).このように,飲酒頻度は大学生よ

りも一般成人の方が､また､地域別では本島よりも離島地域の方がや 高ゝ

く ｢人びとのつき合い｣の深さやその必要性の高さが飲酒頻度を規定して

-45-
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いるものと解釈される｡ (項目4参照)

自宅での飲酒傾向に関しても､一般成人の方が大学生よりも頻度が高い｡

一･般成人では ｢月に1･2回｣の回答は久米島や八重山を除いて他地域で

は最も多い (36.4%～45.9%)｡また､大学生の場合も ｢月に1･2回｣

というのが最も多く(47.4%)､ 一般成人よりもや 高ゝい比率を示してい

る｡また､ ｢月に6回以上飲む｣という比較的頻度の高い回答は一般成人

(35.4%～58.0%)が大学生(29.8%)よりも多い｡なかでも ｢月に10回

以上飲む｣というのは一般成人が目立って多く､とりわけ八重山では40%

を占めるほど頻度の高さが際立っている｡ (項目6参照)
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自宅外での飲酒の場所としては一般成人の場合､全体的に ｢友人､知人

宅｣(32.0%～57.0%)が最も多く選択され､次いで ｢バー･キャバレー｣

(13.4%～29.3%)の順になっている｡その他､ ｢親せき宅｣ (9.8%～

17.1%)､｢大衆酒場｣(4.4%～24.4%)と広範囲にまたがっている｡

｢知人､友人宅｣の回答は本島の農村部と離島地域がとくに高い｡なか

でも宮古が際立っている｡また､離島地域ではそれに次いで､｢親せき宅｣

が選択されており､本島の農村部とともに親 しい者同士のつき合いの濃さ

が反映され､そのなかで飲酒が人間関係の円滑剤として機能していること

をうかがわせている｡

ところで ｢大衆酒場｣や ｢バー･キャバレー｣等の利用が多いのは離島

地域よりも本島で､とりわけ都市部においてであるが､八重山でも両者の

利用者は比較的高くなっている｡大学生の場合は ｢大衆酒場｣での飲酒が

圧倒的に多い (62.9%)｡ (項目5参照)

都 農 久 八



飲酒の場合､全体的に集団飲酒の形態をとっているが､一般成人では

｢2･3人で飲む｣(35.9%～44.1%) という比較的少人数で飲む傾向が

あるのに対し､大学生は ｢4･5人以上で飲む｣(59.2%) の比較的多人

数で飲むことが多い｡これは一般成人が ｢知人 ･友人宅｣でし大学生が｢大

衆酒場｣で飲む傾向が強いことと関連して､一般成人は飲酒の相手が親し

い者同士に限定されるのに対 し､大学生はそれ程限定されることなく､コ

ンパ等で比較的多人数で飲むことが多いことによると考れられる｡

また､一般成人の場合､ストレスを生み出し易い都市部では ｢自分 1人

で｣という ｢単独飲酒｣の傾向が相対的に高い(28.3%)｡ 離島地域では

八重山が ｢単独飲酒｣の比率 (34.4%)が高いが､その他の地域では｢2･

3人｣とか､ ｢4･5人以上で｣という集団飲酒が多 く､本島の農村部

とともに仲間を形成しての飲酒傾向が濃い｡それはとりわけ宮古に於いて

強い｡(項目7参照)

各月の酒代に関しては一般成人が大学生よりも高額になっており､飲酒

頻度の高さからみると当然の傾向である｡どの地域でも一般成人は月額 5

千円以上消費する者が50%～60%を占め､そのなかで月額 2万円以上とい

うのが10%～20%いる｡大学生では2千円～5千円というのか70%以上を

占めている｡ (項目8参照)

飲酒時に交わすコミュニケーションの内容については､一般成人では地

域別を問わず､全体的に ｢仕事の話｣(33.2%～45.9%)が首位を占め､

次いで ｢地域社会の話｣(23.1%～32.7%)､そして ｢職場の話｣(ll.9%

～18.4%)の順になっている｡全般的に ｢家族の話｣(1.6%～10.6%)や

｢政治･経済の話｣(0.0%～6.3%)の回答はかなり低率となっているが､

前者は ｢仕事の話｣のなかに､後者は ｢地域社会の話｣のなかに包含され

る形でコミュニケーションが行なわれ､そのために回答のなかに表面化し

なかったのかも知れない｡いずれにせよ､飲酒時のコミュニケーションの

内容としてはマクロな話題よりも個々人の生活に密着 した比較的ミクロな

話題に集中していることがわかる｡

一方､大学生においては学生生活に関する話題が多くなるのか､回答で
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は ｢その他｣(54.7%) の項目に集中している｡次いで ｢地域社会の話｣

(21.9%)の回答も比較的多い｡(項目37参照)

飲む酒に合致する食事としては一般成人は ｢琉球料理｣(35.1%～ 62.5

形)と｢和食｣(17,5%～42.5%)を選択する傾向が強いが､そのなかで､

本島の都市部では ｢和食｣の方に,農村部や離島地域では ｢琉球料理｣に

傾斜している｡とくに久米島や八重山での ｢琉球料理｣の回答が50%を越

えている｡大学生の場合は ｢琉球料理｣という回答はかなり低く(8.7%)､

その代り､ ｢和食｣(43.5%)に傾き､｢洋食｣(21.7%)､｢その他｣(20.3

%)の順になっている｡

このように､飲酒時に選択される食事は一般成人と大学生の間に､また

地域別では都市部と農村､離島地域の問に違いがあるが､それは各々の好

みの酒や多く飲む酒の違いに依るものと考えられる｡すなわち､一般成人

の場合は飲酒習慣が形成されて､飲む酒が ｢ビール｣や ｢泡盛｣にはぼ限

定され､それが ｢琉球料理｣や ｢和食｣の選択を促 している｡また､大学

生の場合は飲酒習慣が未だ形成されておらず､ ｢ビール｣や ｢ウイスキー｣

｢その他｣等､飲む酒が分散しているため､ ｢和食｣､ ｢洋食｣等が選択

されている｡さらに､地域別比較では､都市部では ｢ビール｣が､農村､

離島地域では ｢泡盛｣が最も多く飲まれていることが､前者では ｢和食｣

の万一＼ 後者では ｢琉球料理｣の方へ傾斜させていると考えらる｡ (項目

38参照)

飲酒の際に音楽はある方がいいか否かに関して､一一般成人､大学生とも

に ｢あった方がいい｣と肯定的に回答した者が多い(70.7%～84.1%/

80.0%)｡一般成人の地域別比較では肯定的回答に地域差がほとんど認め

られない｡(項目39参照)

その時の好きな音楽はと言えは+.一般成人では ｢演歌｣(50.6%～88.1

形)が首位を占め､次いで ｢琉球民謡｣(8.3%～46.8%)をあげている｡

両者で85%以上 の選択率であり､飲酒時の好きな音楽としてはこの2つ

に限定されてくる｡なかでも､宮古の ｢演歌｣好みは目立ち､かなり高い

比率 (88.1%)となっている｡
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それに対し､大学生では ｢ポピュラー･クラシック｣(39.1%)が第 1

位､ ｢ジャズ･ロック｣(23.2%)､ ｢演歌｣(23.2%) と続き､好まれる

音楽は広範囲に及んでいる｡一般成人で比較的高い率を示している ｢琉球

民謡｣は大学生ではほとんど選択されていない (2.9%)｡このように､

とくに｢般成人と大学生の間に飲酒時の音楽の好みの違いがみられるが､

これは各々の飲む酒の選択の違いに依るものと考えられる｡(項目40参照)

2)飲酒動機と飲酒習慣

(a) 飲酒動機

飲酒行動は種々な心理的要因によって規定されると予想されるが､その

主要因として挙げられるのが飲酒理由である｡沖縄社会における飲酒理由

はどのような特徴を有 しているのであろうか｡

まず､現在の飲酒理由について触れる前に初飲時の飲酒理由について述

べ､初飲時から現在の飲酒理由の変化について述べていくことにする0

｢酒を飲み始めた当時の飲酒理由｣ (項目13)で､最も多いのが ｢つき

合いで仕方なく｣(38.6%～64.6%)であり､次いで ｢人間関係の促進｣

(10.6%～24.4%)である｡この2つの理由はともに対人的側面の飲酒

を示しているが､飲酒に対する評価の相対立する2側面を示 しているもの

と思われる｡すなわち､沖縄社会でEi 対人的理由から飲酒を覚えるよう

になるが､飲酒そのものに対しては比較的消極的であったことが示唆され

ている｡それに対して､飲酒の結果に重大な影響をもたらす ｢ストレス解

消のため｣の飲酒は初飲時には少ないという結果にある (1.4%～13.8

%)､地域別に検討すると､ ｢つき合いのため仕方なく｣という飲酒理由

は､八重山 (46.7%)､宮古 (64.6%)､本島農村部 (45.8%)で強調さ

れ､離島地域､本島農村部は比較的消極的な形で､周囲の人々に誘われて

飲酒を始めることを示唆している｡初飲当時の ｢ストレス解消｣のための

飲酒は､本島都市部 (13.8%)､農村部 (10.3%)､そして久米島 (ll.1

%)において見られている｡

このように初飲時の飲酒行動は､人間関係を意識した比較的消極的理由
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が主である｡それでは､初飲時とは違い､現在の飲酒理由にはどのような

特徴があるだろうか｡

初飲時の飲酒理由に対する質問とは異なり､現在の飲酒理由については

3つの理由を選択するように求めたが､3つの理由を指示通りに選択しな

い人が多かった｡従がって現在の飲酒理由は%による地域間の厳密な比較

が出来ず､大まかな傾向を把握するにとどめることをことわっておく0

図6は初飲時の飲酒理由と現在の飲酒理由を比較したものである｡初飲

時の飲酒理由に対して､現在の飲酒理由に顕著なものに ｢ストレス解消｣

(20.0%)のための飲酒の増加がある｡そして､初飲時には ｢つき合いの

ため仕方なく｣酒を飲んでいたのが､現在の理由としては減少し(29.0%)､
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形)｡そして大学生にも ｢ストレス解消｣のための飲酒が多い(23.0%ゝ

本島都市部にストレス解消のための飲酒が多いという結果は.都市化にと

もなう社会変動や複雑な対人関係などを反映したストレスが多いというこ

とを示唆 し､大学生では､テストやレポー トの作成等にともなうストレス

の存在をうかがわせている｡ ｢つき合いで仕方なく｣という飲酒理由は､

宮古 (42.0%)､本島農村部(30%)に多い｡このような結果は､概して

都市よりも農村で ｢集団的飲酒｣が特徴的であることを反映していると思

われる｡八重山で顕著な飲酒理由に､ ｢お酒が好きだから｣(14.0%) と

｢体によい｣(10.0%)というのがある｡この結果は項目6や項目9の結果

に示される自宅での飲酒頻度が八重山に多いということから､八重山では

いわゆる ｢晩酌｣飲酒が多いことを示唆している｡また､項目19や項目20

の結果に示されるように､八重山では ｢食事中｣に軽い酒や強い酒を飲む

人が多いということも､八重山での ｢晩酌｣飲酒の存在をうらづけている｡

一般的な飲酒理由の認知も､先に示した現在の飲酒理由の特徴を反映し

ている｡すなわち ｢人は何故酒を飲むと思うか｣という質問 (項目15)に

対して､全体的には ｢人間関係の促進｣(27.7%)､ ｢ストレス解消｣(23.9

%)､ ｢つき合いのため仕方なく｣(22.6%)と答えた人が多い｡すなわち､

飲酒の持つ社会的側面と個人的側面が強調されている｡地域別では､本島

都市部と農村部に ｢ストレス解消｣のために人は酒を飲むと答える人が多

く(27.0%､27.1%)､ 八重山､宮古において｢つき合いのため仕方なく｣

人は酒を飲み(31.4%､38.7%)､ また ｢人間関係の促進｣のために人は

酒を飲むと答えている(29.1%､34.2%)｡このような結果も､先に述べ

たように､離島地域より本島都市部､農村部に､種々な形でのストレスが

多く､逆に､離島地域には､地域の人間関係の親密さに基づく ｢集団的飲

酒｣が特徴的であることを示唆している.このように,沖縄社会における

飲酒理由の特徴として､対人的側面が強調されるが､特に離島地域でその

傾向が強いということを示 している｡

(b) 習慣的飲酒

ここでは､飲酒の主な時間帯､時間幅､そして飲酒と食事の関連､およ
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び外出飲酒の特徴について述べていくことにする｡

まず全体的に検討すると､酒を飲む時間帯で最も多く選択されたのは､

｢PM7:00-PMIO:00｣(22.5%～58.7%)であり､次いで ｢PMIO

:00-PM12:00｣(24.8%～50.7%)である｡すなわち､多くの人々が

昼間の仕事を終え､一息ついてから飲酒を始めるという常識的傾向を示し

ている｡地域別に検討すると (項目17)､特徴的なのが宮古において ｢そ

の他｣を選択したのが比較的多い (14.2%)｡ この結果は､PM5:00以

前の農作業などのあい間に軽く酒を口にすることを示しているのであろう

かO-般成人の飲酒時間として､｢PM7:00-PMIO:00｣が大半を占めて

いるが､大学生では｢PMIO:00-PM12:00｣が大半を占めている(50.7%)0

この差異は､｢般成人が ｢明日の仕事｣を意識して飲酒時間を選択し､同

時に飲酒機会も多いということを反映し､それに対して大学生は主にコン

パや親睦会が退けた後の二次会でよく飲むということ､そして､大学生の

飲酒機会が少なく､その分時間的に飲酒が長くなることなどと関係してい

ると予想させる｡

このような飲酒の時間帯は､飲酒時間の長さにも関係していることが考

えられる｡ ｢飲み始めてから飲み終るまでの時間は｣ という質問 (項目

18)に対 して､全体的に検討すると､最も多く選択されたのは ｢3時間

以上｣(28.9%～56.8%)であり､次いで ｢2時間～3時間｣(21.2%～

29.4%)となっており､沖縄社会では比較的長時間に渡って酒を飲み続け

る傾向のあることを示 している｡特に､宮古 (56.8%)､大学生 (49.3

%)､久米島 (39.0%)札 ｢3時間以上｣を選択する人が多い (図7参

照)｡このように､比較的長時間に渡るという結果から､それも､本島都

市部より離島地域で飲酒時間が長いということから､沖縄社会では ｢個人

飲酒｣よりも ｢集団的飲酒｣が多いということが示唆される｡社会的､対

人的連繋を強調する ｢集団的飲酒｣は､本島都市部よりも地理的範囲の狭

い離島地域で根づよいものと思われる｡尚､大学生に長時間飲酒が多いと

いう結果は先に述べたように､大学生の飲酒が ｢二次会｣を中心としたも

のであることを示唆している｡
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図 7 飲酒時間の長 さ上に示した ｢集団的飲酒｣という飲酒行動の特

徴は､ ｢きまった飲み仲間がいますか｣ (項目25)という質問の結果か

らもうかがい知ることができる｡すなわち､全休的に検討した場合､60%

の人がきまった飲み仲間が｢いる｣と答えている｡そして､その飲み仲間は｢友人｣

(53.2%)であり､また ｢職場の同僚｣(28.9%) であることが多い (

項目26参照)｡この飲み仲間の存在や､どのような関係の飲み仲間であるかについては､それほ

ど地域差は顕著でないO対人的理由を飲酒の主動機とし､かつ集団的

飲酒形態を主な特徴とする沖縄社会の飲酒行動は､ ｢食事習慣｣とどのように関

連しているであろうか｡｢ビール･ワインなどの軽い酒｣の飲酒は､｢食前｣(

39.4%～47.4%)に行なわれ､また｢食後｣(32.9%～46.7%)に

も行なわれている｡それに対して ｢食事中｣の軽い酒の飲酒は少ない(2,6%～2

0.0%) (項目19参照)｡このような結果は､軽い酒がアピタイザーとして好まれ､また､軽
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い酒の飲酒から次第に強い酒の飲酒に移っていく飲み方を反映しているも

のと予想させる｡そして､ ｢食後｣に軽い酒の飲酒が多いということは､

寝苦 しい熱帯夜の多い沖縄の気候に応じて､ ｢寝酒｣の習慣の存在を示唆

しているものと考えられよう｡そして､軽い酒の飲み方と食事の関係は比

較的地域差が少ないという結果にあった (項目19参照)｡それでは､強い

宿 (あわもり､ウイスキー)を飲む場合は食事とどのように関連している

であろうか｡軽い酒の飲み方と異なり､強い酒は圧倒的に ｢食後｣に飲ま

れることを示す結果にあった (55.3%～92.6%)｡このように強い酒が､

｢食後｣に飲まれるということは､ ｢すき腹に強い掛 ま体に毒｣だという

飲酒習慣が成立し､かつ､先に示したように沖縄社会では､飲酒時間が深

夜まで続くということに関係していると思われる｡地域別に検討すると､

強い酒の ｢食後｣の飲酒は大学生が92,6%と圧倒的に多いが､これは大学

生に ｢強い酒は食後に飲む｡｣という飲酒習慣が成立していると見なすよ

りも､大学生の飲酒時間帯の特徴を反映していると見なした方が妥当であ

ろう｡項目2､項目3で宮古は ｢あわもり･ウイスキー｣を飲む機会が多

く､かつ実際によく飲んでいるという結果にあったか､大学生に次いで高

率で ｢食後｣に飲むと答える人が宮古に多い(78.7%)｡ しかし､八重山

は､ ｢食後｣を選択した人が比較的少なく(55.3%)､逆に ｢食前｣(30.6

%)､｢食事中｣(14.1%)と答える人が多い｡この結果は先に示したよう

に ｢晩酌｣飲酒が八重山で比較的多いということを示唆している｡

それでは､ ｢酒を飲みにバー･キャバレー･大衆酒場など-出かける時｣

は､どのようにしているであろうか (項目21参照)｡全体的に検討すると

｢職場から直行する｣と答える人は29.1%と少なく､ ｢帰宅してから出直

す｣(59,1%～98.5%)と答える人が多い｡しかし､本島都市部 (32.5

形)､農村部 (38.0%) は､ ｢職場から直行する｣と答えた人が比較的多

いが､この結果は本島は地理的範囲が広く､帰宅して出直すことが困難で

あることを示していると思える｡ ｢帰宅してから出直す｣という全体的特

徴は､先に示したように､飲酒の時間帯が比較的遅いこと､そして､通勤

に自家用車を利用していることなどが関係しているであろう｡
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また､飲みに出かける時は､ ｢自分から人を誘う｣(8.5%～26.4%) よ

りも ｢人に誘われる方である｣(73.6%～91.5%)と答える人が多い｡こ

の結果は項目5の ｢外出時の飲酒場所｣の結果､つまり､大学生を別とし

て一般成人は圧倒的に ｢友人･知人宅｣で飲むことと一致している｡すな

わち､本島都市部､八重山､大学生を別として､沖縄では ｢バー･キャバ

レー･大衆酒場｣へ飲みに出かけることが少ないようである｡特に宮古､

大学生は､人から誘われてはじめて飲酒のために外出することを示してい

る(項目41参照)0

(C)宴会飲酒

先に飲酒行動の個人生活的側面を示す習慣的飲酒の特徴とその地域差に

ついて述べてきた｡その中で沖縄社会では集団的飲酒形態が顕著であるこ

とが明らかにされたが､この集団的飲酒は､宴会や会合での飲酒と深く関

係しているものと予想される｡

｢宴会や会合などの集まりでお酒を飲む機会は月にどのくらいあります

か｣という質問に対して､最も多いのが ｢1･2回｣である(59.1-73.5

%)O特に大学生は｢1I2回｣と答える人が多く(73.5%)､大学生は｢般

成人より宴会飲酒が少ないことを示している｡月に ｢4･5回｣と答えた

人は.全体で14.6%と少ないが､ しかし､離島地域は ｢4･5回｣と答

える人が本島より多く(15.0%～26.4%)､ 宴会や会合での飲酒という集

団的飲酒が離島地域に多いことを示している (項目27参照)0

宴会での飲酒機会が離島地域に多く見られることは､人間関係の親密さ

を反映するものと考えられるが､それでは ｢どのような種類の宴会 ･会合｣

での飲酒になるのであろうか｡

｢どのような集まりの宴会 ･会合などで酒を飲むことが多いですか｣

(項目28)という質問に対 して､全体的に検討すると最も多いのが､

｢友人の集まり｣(37.0%)であるが､この結果は大学生の87.0%という結

果に左右されており､実質的には ｢職場の集まり｣(29.7%～44.9%､大

学生 1.4%)が最も多いことになる｡地域別に検討していくと､本島都市

部､農村部は ｢友人の集まり｣と答える人が多く(39,0%､30.8%)､八
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重山､宮古は ｢職場の集まり｣と答える人が多い (44.9%､40.5%)0

｢地域の集まり｣や ｢家族 ･親族の集まり｣での飲酒は全体的に少ない

(6.6%､17.8%)が､久米島は他地域より高率で ｢地域の集まり｣ (21.6

%)と答えており､また ｢家族 ･親族の集まり｣と答える人は離島地域

(20.3%～22.5%)に多い傾向を示 している｡すなわち､離島地域はそれ

だけ親族や地域に基づく人間関係の親密さを反映した飲酒を行なうことを

示唆している｡

このような宴会や会合において､実際どの程度の飲酒量を示すかについ

ては今回の調査からは明らかでないが､ ｢宴会や会合でどの程度飲んでい

ますか｣ (項目29)という質問に対 して, ｢酔わないようにさしひか

える｣(37.1%～54.4%)と答える人が ｢酔うぐらtL､飲むJ(32.4%～

57.8%)と答える人を若干上回るという結果にある｡しかし､この回答に

は地域差が顕著であり､本島都市部や農村部は､地理的に広範囲の集まり

や､交通事情などと関係しているのか ｢酔うぐらい飲む｣と答える人が少

ない(35.4%､32.5%)｡それに対して離島地域は ｢酔うぐらい飲む｣と

答える人が多く､特に宮古､八重山は高率で ｢酔うぐらい飲む｣と答えて

いる(50.4%､57.8%)｡同じく大学生も ｢酔うぐらい飲む｣(49.3%)

と答えているが､これは日頃､飲酒機会が少ないことから解放感が強いこ

とを示していると思われる (図8参照)0
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｢二次会がある時にはどうしますか｣ (項目30)という質問に対 し

ては､ ｢参加する｣と答える人が多く(68.8%～82.6%)､ それほど地域

差は顕著ではないが､大学生､八重山､宮古では他地域より二次会に ｢参

加する｣と答える人が多い(73.6%～82.6%)｡先に､酒を飲んでいる時

間が大学生と離島地域に多いことを述べたが､飲酒時間の長さは二次会へ

の参加に関係 していると考えられよう｡また､宴会や会合での飲酒傾向と

同じように､大学生と離島地域は二次会でも ｢よく飲む｣(62.7%～73,9

%)傾向にあることを示している (項目31参照)0

以上Iこ述べてきたように､沖縄社会では､宴会や会合での飲酒機会や､

飲酒塁の多いことが推測される｡

fd)飲酒の結果について

先に述べた飲酒理由は飲酒行動の動機づけの側面に関係 しているが､こ

こでは､飲酒理由､飲酒習慣の結果を受けて､沖縄社会における飲酒行動

のもたらす､個人的､社会的影響について考察する｡

｢お酒を飲み過ぎて健康を害したことがありますか｣ (項目22)という

質問に対して､全体的に検討すると､最も多いのが ｢2日酔い｣であり

(42.7%～58.0%)､ ｢医者の治療を受けたことがある｣と答えた人は少

ない(6.1%～13.2%)｡ 先に､飲酒量が離島地域で多く､また飲酒時間

も長いという結果にあることを示したが､このような傾向を反映し飲酒効

果には地域差が見られる (図9参照)｡すなわち､離島地域には ｢2日酔

い｣があると答える人が多く(52.2%～58.5%)､また､宮古は ｢医者の

治療を受けたことがある｣と答える人が他地域より多い(13.2%)｡また､

項目3の結果にも見られるように､離島地域は比較的強い酒を飲む機会が

多いというのもその一因であろう｡

また､2日酔いを反映 し､ ｢仕事｣を休むことも離島地域の特徴となっ

ている｡ (項目23参照)｡すなわち仕事を休むことが ｢よくある｣と ｢た

まにある｣を合計してみると､本島都市部29%､本島農村部23.3%とな

っているが､離島地域は､久米島32.1%､八重山34.1%､宮古39%とな

っている｡大学生の場合は､仕事を休むというよりは､講義を休むことに

-59-



飲酒行動に関する心理学的研究I(中村 ･国吉 ･島袋 ･名城)

%
60

50

40

30

20

10



3)飲酒行動に対する認知及び評価

沖縄住民は日常の生活に酒をどの程度必要と認知しているのだろうか｡

｢あなたの日常の生活に酒はどの程度必要か｣ (項目16)の質問に対する

5つの選択肢を ｢ある方がよい｣と ｢ない方がよい｣の二極に分けまとめ

てみると､一般成人は全体的にかなりの高率 (85.3%～92.4%)で酒の必

要性を認めている｡この傾向は､大学生 (84.5%)にもはば同様に見られ

る｡また.地域間の比較において､本島地域 (85.3%～85.5%) に比べ

離島地域 (88.7%～92.4%)はその必要性を強く認めている｡離島地域の

中で八重山がもっとも強く認めている｡全体的に酒の必要性を認めている

が､酒は生活に役立っているのだろうか｡｢酒はあなたの生活に役立って
いるか｣(項目33)の質問に対し､ ｢役立つ｣と ｢多少役立つ｣の選択肢

を加算した回答率から見ると､一般成人全体においては強力ではないが役

立つ方向(51.8%～71.1形)で受け止めている｡一方､大学生は一般成人

に比べ役立つ方向での肯定的回答率は低かった (47.8%)｡ また､地域間

の比較で見ると本島地域 (平均値で60.0%)に比べ離島地域 (平均値で

63.7形)が若干高く役立つ方向で肯定的に受け止めている｡離島地域では

八重山がもっとも強く (71.1%)役立つと認知している｡逆に､酒は生活

に ｢邪魔になっている｣の選択肢への回答では宮古がもっとも高い(10.9

%)0

一般成人にとって､気楽に酒の飲める場所古も ｢自宅･親戚宅｣(57.4

%～69.2%)､｢友人宅｣(3.3%～20.0%)､｢大衆酒場｣(6.3%～13.8

%)の順になっている｡これに対し､大学生は ｢大衆酒場｣､｢友人宅｣､

｢自宅 ･親戚宅｣の順で一般成人の逆になっている｡本島都市部に比べ､

本島農村部や各離島地域の人々は ｢自宅 ･親戚宅｣､ ｢友人宅｣等の私的

な場所で気楽に飲む傾向があり､逆に､都市部の人々は他の地域の人々に

比べ､ ｢大衆酒場｣｢バー･キャバレー｣等の共有的な場所で飲む傾向が
見られる (項目34参照)0

一般成人が認知している酒の持つ最大の利点について見ると､本島､離

島の各地域とも｢つき合いをよくするため｣､ ｢ストレス解消に役立つ｣
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の2選択肢を他の選択肢に大差をつけて上位にあげ､次に ｢欲求不満解消

になる｣の順に酒の利点を認知している｡本島と離島の各地域や大学生が､

上位2選択肢をどのような割合で選択しているかを示したのが図10である｡
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れるか｣ (項目33)の質問に対し､一般成人､大学生ともに ｢少ない方だ

と思う｣の回答が最も多い｡この傾向は.本島地域 (80.6%～86.6%)

や大学生 (78.3%)に比べ離島地域(87.1%～91.7%)で強く見受けられ

ている｡逆に､ ｢かなり多い｣と ｢ある程度 トラブルがある｣を加算した

回答率では､本島地域(13.4%～18.3%)が離島地域 (8.4%～12.9%)

より若干高い｡また､ ｢周りに度を越して酒を飲む人がいるか｣(項目36)

の質問に対して､全体的に､一般成人､大学生ともに ｢少ないと思う｣と

認知している｡ ｢多いと思う｣の認知では本島地域より離島地域でやや強

くなっている｡ここで､項目33と関連する飲酒形態を宴会飲酒と名づけ､

一方､項目36と関連する飲酒形態を近隣飲酒と名づけ､両項目を関連づけ

て本島と離島間で両飲酒形態上のトラブルの発生状況を見たのが衰6であ

る｡衰 6から､本島では離島に比べ宴会飲酒でのトラブルが多く､逆に､

離島では､本島に比べ近隣飲酒上のトラブルが多いと認知されていること

がわかる｡

表6 飲酒形態によるトラブル発生の比較 (形)

地 域 飲 酒 形 態 ト ラ ブ
ル多 い

少 な い本 島 宴 会 飲 酒 15.
8 83.6近 隣 飲 酒

22_0 78,0離 島 宴 会
飲 酒 10.2 89.8

近 隣 飲 酒 28.5 71.0次に､ ｢飲酒人口は年々増加し

ていると思うか｣(項目44)に対して､｢かなり増加｣と｢いくらか増加

｣を加算した回答率で見ると､一般成人､大学生ともに高率 (86.7%～95.

1%)で増加していると受け止めている｡また､ ｢酒に酔って問題を起す人が

増えてきていると思うか｣(項目45)に対しても､｢般成人､大学生ともわり

と高率 (62,8%～87.6%)で増加していると認知している｡ここでも両項目を関連させて､各地域ごとに飲
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酒人口と問題飲酒者について ｢増加している｣と認知される比率を整理し

示 したのが図11である｡図11から､飲酒人口と問題飲酒者の増加の比率が
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古 生図11 各地域と大学生における認知された飲酒人口と

問題飲酒者の比較もっとも接近しているのは宮古､本島農村

の順になっている｡逆に､飲酒人口と問題飲酒者との比率にもっとも差が見ら

れるのは久米島､八重山である｡沖縄における ｢飲酒者に対する社会

の態度は｣(項目46)の質問で､社会の態度及び評価を求めたところ､一般成

人の場合､どの地域においても｢大目に見ている｣の回答率 (46.3%～53.6%)が高く､

次に ｢ル-ズである｣(35.7%～45.2%)､｢きびしい｣(5.

5%～12.5%)の順になっている｡ ｢あなたの周りで未成年者の飲酒

は見られるか｣の質問 (項目47)に対 して､ ｢たまに見られる｣と ｢

よく見られる｣を加算した回答率と ｢ほとんど見られない｣の回答率を比較すると､

都市部では ｢見られる｣との回答率 (49.0%)より



の他の地域においては､ ｢見られない｣(23.0%～44.4%)よりも ｢見ら

れる｣(55.5%～77.0%)の回答率が高い｡さらに､大学生は｢見られる｣

の回答率 (90.0%)が高い｡

沖縄の一般成人は､日常生活での酒の必要性を積極的に認めている｡こ

のような認知に基づいてか､沖縄の飲酒人口も年々増加していると､捉え､

さらに酒に酔って問題を起す人々も増えてきていると受け止めている｡こ

のような認知傾向と､沖縄の社会的状況 (特に風俗営業所等の増加)､酒

頬の消費動向の増加的変化､飲酒者へのルーズな社会的態度､未成年飲酒者

の増加等と考え合わせると､今後本県においても飲酒にまつわるネガティ

ブな社会問題が発生することを否定できない｡今のところ､飲酒理由杏

｢つき合いのため｣､ ｢人間関係の促進のため｣とし､飲酒の利点を ｢つ

き合いをよくする｣と認知 しているので､即刻に社会問題が発生するとは

思えない｡しかしながら､飲酒理由や飲酒の利点が現在のそれらから､そ

れぞれ ｢ストレス解消のため｣｢ストレス解消に役立つ｣に転換する時が､
もっとも危供される時期だと思われる｡このような心配される問題に対し､

社会的対応策もすすめながら､個人レベルでは個人の過去経験からの方策

やあらゆる方法で適性な飲酒の仕方を考えていくべきである｡

Ⅳ 要 約

本研究では飲酒行動に関する心理学的研究として､飲酒の実態や動機､

飲酒習慣､飲酒行動に対する認知 ･評価の側面か ら質問紙調査が実施さ

れた｡大学生を含む沖縄県内在住成人811人を対象として 1983年 2月～

5月に調査が行なわれ､その結果に対して一般成人と大学生の比較及び一

般成人の在住地域別比較を行いながら基礎的分析がなされた.主な結果は

次のとおりである｡

1)飲酒の実態

①最も好まれている酒は一般成人は全体的に ｢泡盛｣､次いで｢ビール｣
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となっているが地域差があり､本島の都市部では ｢ビール｣志向､農村部

や離島地域では､ ｢泡盛｣志向となっている｡なかでも久米島の ｢泡盛｣

志向は目立つ｡大学生では ｢ウイスキー｣や ｢ビール｣が好まれている｡

㊤実際に多く飲まれている酒は本島の一般成人と大学生では ｢ビール｣

が首位を占め､ ｢泡盛｣が続いているが､離島地域の一般成人では｢泡盛｣､

｢ビール｣の順になっている｡とくに ｢泡盛｣を飲む傾向は久米島や宮古

において強い｡ しかし､全体的な飲酒状況としては地酒 ｢泡盛｣の消費の

機会が多いことがみとめられる｡

㊥自宅外での飲酒頻度は全般的に ｢月に1･2回｣の回答が最も多いが､

大学生よりも一般成人が､地域別では本島よりも離島地域が飲酒頻度は比

較的高い｡自宅内での飲酒頻度に関 しても全般的にはぼ類似した傾向がみ

られる｡

④飲酒場所としては一般成人では主に ｢友人 ･知人宅｣が選択され､次

いで ｢バー･キャバレー｣となっている｡ ｢友人 ･知人宅｣はとりわけ本

島の農村部と離島地域､とくに宮古で選択度が高くなっている｡その他｢親

せき宅｣というのも農村部､離島地域でや 高ゝ率になっている｡大学生で

は ｢大衆酒場｣が圧倒的に多い｡

⑤飲酒の際は全体的に ｢集団飲酒｣の傾向が強いが､一般成人では｢2･

3人で｣の比較的少人数で飲酒するのに対し､大学生は ｢4･5人以上｣

の多人数で飲酒する傾向がみられる｡一般成人でも本島の農村部や離島地

域では相対的に多人数での飲酒傾向を示しているが､とくに宮古に於いて

その傾向が強い｡また､ ｢単独飲酒｣は本島の都市部､離島の八重山で幾

分多くなっている｡

⑥飲酒時のコミュニケーションの内容は全体的にどの地域でも ｢仕事の

話題｣や ｢地域社会の話題｣等の個々人の生活に密着した話題に傾斜して

いる｡

(彰飲む酒に合致する食事としては一般成人が ｢琉球料理｣と ｢和食｣杏

選択する傾向が強いが､本島の都市部では ｢和食｣の方が､農村部や離島

地域では ｢琉球料理｣が比較的選択され易い｡大学生では ｢和食｣に傾き､
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ついで ｢洋食｣となっている｡

⑧ 飲酒時の好みの音楽は一般成人ではどの地域でも ｢演歌｣が最も好

まれ､次いで ｢琉球民謡｣となっている｡なかでも宮古の ｢演歌｣好みは

目立つ｡大学生では ｢ポピュラー･クラッシック｣や ｢ジャズ･ロック｣､

｢演歌｣の順に広範囲に及んでいる｡

2)飲酒動機と飲酒習慣

①初飲時の主な飲酒理由は､対人的理由が大部分であるが､しかし､｢つ

き合いのため仕方なく｣という消極的飲酒理由となっている｡

④ 現在の飲酒理由も､主に対人的理由であるが､初飲時とは異なり､

｢つき合いのため仕方なく｣という飲酒理由が減少し､逆に ｢人間関係の

促進｣という飲酒理由が増加しより積極的飲酒理由となってきている｡同

時に ｢ストレス解消｣飲酒も増加している｡

③飲酒の時間帯は､｢PM7:00-PM8:00｣が最も多く､次いで｢PMIO

:00-PM12:00｣となっており比較的夜遅くまで飲酒を していることを示

している｡

④きまった飲み仲間がいると答える人が多く､個人飲酒ではなく集団的

飲酒という飲酒形態を示している｡

⑤軽い酒は､アピタイザー､または.寝酒として利用されることが示唆

され､強い酒は食後によく飲まれることから比較的適切な飲酒習慣が成立

していることが予想される｡

⑥外出飲酒､すなわち飲みにバー､キャバレー､大衆酒場に出かけるこ

とには消極的であり､人から誘われてはじめて飲みに出かける傾向が示唆

される｡

⑦宴会での飲酒機会は月に ｢1･2回｣と答える人が多いが､離島地域

は ｢4･5回｣と答える人が他地域より多い｡

⑧宴会での飲酒量は､本島都市部と農村部が少なく､地理的範囲の狭さ､

人間関係の親密さを反映して､離島地域は飲酒量が多いことを示唆してい

る｡
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㊥飲酒のもたらす個人的結果として亡も｢2日酔い程度｣が多く､飲酒量の

多いことを示唆している離島に｢医者の治療を受けたことのある｣人が若

干目立つ｡

⑲また､酔いにまかせた対人的 ･社会的トラブルは､ ｢家族との トラブ

ル｣が多く､特に飲酒量の多いと思える離島地域に目立つ傾向にあった｡

3)飲酒行動に対する認知及び評価

①沖縄住民の一般成人及び大学生は日常生活において､酒の必要性杏

｢ある方がよい｣と積極的に認知している｡このような傾向は離島地域に

おいて強い｡また､積極性の点ではやや劣るが､一般成人の場合､酒は生

活に役立つと認知 している｡大学生は､この点については消極的に受け止

めている｡

㊤一般成人にとって､気楽に酒の飲める場所は ｢自宅 ･親戚宅｣である｡

しかし､都市部は他の地域に比べ ｢大衆酒場｣､ ｢バー ･キャバレー｣等

の共有的な場所で飲み､他の地域は都市部に比べ ｢自宅 ･親戚宅｣､ ｢友

人宅｣で飲む傾向がある｡

③｢般成人が認知する酒の持つ最大の利点として､ ｢つき合いをよくす

るため｣と ｢ストレス解消に役立つ｣をあげている｡逆に酒の欠点として､

｢健康を害する｣､ ｢社会に迷惑をかける｣をあげている｡

④一般成人､大学生とも飲酒人口は年々増加 していると認知し､さらに

酒lこ酔って問題を起す人も増加していると受け止めている｡

⑤飲酒者に対する沖縄の一般成人の態度や評価は､ ｢大目に見る｣とい

うやや寛大なものである｡ しか し､飲酒者に対 し､｢ルーズである｣と､

批判的･拒否的態度をとる人々もいる｡また､周りに未成年者の飲酒が見

られると受け止めている｡
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〔付緑〕調査用紙と応答分布 (%)

項目1. あなたの一番好きなお酒を

次の中からひとつ選んで下

さい｡
ィ.あわもり

ロ.清 酒

ハ. ウイスキー

二. ビ ー ル

ホ. ワ イ ン

へ.そ の 他

項目2.あなたが現在主に飲む機会

(回数)の多いお酒をひと

つ選んで下さい｡

ィ.あわもり

ロ.清 酒

ハ. ウイスキー

二. ビ ー ル

ホ. ワ イ ン

へ.そ の 他

一 般 成 人 大学

汁都 農 久米島 八重山 宮市

村 古 坐21.029.850.635A

35.3ll.329.23.9 0.0

4.9 2.1 3.4 4.2 2.827.129.

318.528.133.636.628.741.529.823.529｣219ー8

35.231.53.5 7.82.5 1.0 4.3 5.6 4.53.125.8 3.431.9 0.069.5 4.244.2 3,4

57.8 7.036.6 3.439.60.9 0.0

3.7 1.1 1.7 2.8 1.327.925.58.521.122.431.02

4.040.636.318.330.517.2



項目3.あなたが現在､量的に最も

多く飲んでいるお酒をひと

つ選んで下さい｡

ィ.あわもり

ロ 清 酒

ハ, ウイスキー

ニ ビ ー ノレ

ホ. ワ イ ン

へ. そ の 他

項目4. あなたがお酒を ｢飲みに出

かける｣回数は､月に約何

回ですか｡

ィ. 1､ 2回

ロ.3～5回

ハ.6-9回

二. 10回以上

- 般 成 人 大学

計都 農 久米島 八重山 宮市

村 古 坐23.733.061,041.5

60.929.638.00.4 0.0

3.7 1.11.7 1.4 1.026.823

.9 9.821.318.329.622.644.338.124.433.019.1

38.035.11.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.03,166.8 3.074.1 1.259.0 3.248.90.041.2 1

.475.4 2.362.319.718.221,830.727.218.822.0

7.7



飲酒行動に関する心理学的研究I(中村 ･国吉 ･島袋 ･名城)

項目5. あなたが自宅外でお酒を飲

む主な場所は､次の中どこ

ですか (ひとつ選ぶ)｡

ィ.親せき宅

ロ.友人 ･知人宅

-.大衆酒場

二. バー ･キ ャバ レーな

ど

ホ.その他

項目6. あなたは自宅で月に何回お

酒を飲んでいますか｡

ィ. 1､2回

ロ. 3-5回

ハ. 6-9回

こ.10回以上

項目7. あなたがお酒を飲む時の人

数で最 も多いのは次の中ど

れですか｡

ィ.自分一人で飲むこと

が多い

ロ.2､3人で飲むこと

が多い

ハ. 4､ 5人以上で飲む

ことが多い

一 般 成 人 大学

汁那 農 久米島 八蛋山 宮市

村 古 坐9.8ll.317.116.3

12.3 0.0ll_232.046.442.7

35.957.024.340.224.415

.513.412,0 4.462.920.124.98.936.413.9ll.945.913.413.428.429.36.517.816.79.642.7 1,411447.418.110.23

7.415.816.628.422.221.8

21.119.513.412.714.818.913.619,314.634,428.343_827.924.919.540,540.028.422_939.836.140.034.444.121.5

21.8



項目8. あなたが酒代として使う金

額は月に約どのくらいです

か｡

ィ. 2千円以内

ロ.2千円～5千円

-.5千円～1万円

二. 1万円-2万円
ホ. 2万円以上

項目9.あなたは一週間に約何日お

酒を飲んでいることになり

ますか｡

ィ. ほとんど毎日

ロ.4､ 5日

ハ.2､3[ヨ

二.はば1日
ホ.ほとんど飲まない

(月に1､2回)

項目10.あなたはお酒に強いですね

イ 強い方である

ロ.弱い方である

一 般 成 人 大学
計都 農 】久栄 八重

山 宮市 村

良 古 生18.829.621.714.0

20.029.022.320.5 3.324.1

18.316.544,922.928.627.524.121.525.217.425.5

15.6 6.919,325.819.1 4.314.616.519.712.716.810.826,520.428.419.116.4 4.31.4

14.718.613.110.714.526,3I 1
4.7 7.013.925.321.434.

9;27.4I 31.025.426.59.6 8.7 6.0 4.219.815.510.4

32.345.142.337.718.113.742.7 3.0



飲酒行動に関する心理学的研究Ⅰ (中村 ･国吉 ･島袋 ･名城)

項目13.あなたがお酒を飲み始めた

時の主な飲酒理由は､次の

中のどれですか｡

(ひとつ選ぶ)

ィ,自信をつける

ロ.ス トレス解消

こ.体によい

(健康によい)

二.つき合いで仕方なく

ホ.人間関係をより良く

するため

へ.好奇心

卜 大人の仲間入り

項目14.あなたがお酒を飲む現在の

理由はどのような事が多い

ですか｡ (3つ選ぶ)

ィ.自信をつける

ロ.ス トレス解消

-.体によい

(健康によい)

二.つき合いで仕方なく

ホ.人間関係をより良 く

するため

へ.お酒が好きだから

卜 その他

一 般 成 人 大学
汁都 負 久栄

八重 宮市 村

島 山 古 坐0.4 1.0 1.2

0.0 0.9 0.0 0.613.810.3

ll.1 6.7 1.8 1.4 9.03.143.1 4.945.8 9.937.0 5.64

6.7 2.764.6 1.438.6 4.346.319.612.015.814.32229.92

4.410.010.68.818.634.318.013.78.01.0 7.92.0 8.66.0 6.73.010.63.0 5.7

1.0 8.12.025.019.020,017.018.023.020.08.027.0

12.030.0111)26.010.029.0 5.042D 2f)26.0 8.029.026.0

13.028.09.032.07.0

27.0



項目15.一般的に､人は何故お酒を

飲むと思いますか｡

(ひとつ選ぶ)

ィ. 自信をつける

ロ.ストレス解消

ハ.体によい

(健康によい)

こ.つき合いで仕方なく

ホ.人間関係をより良 く

するため

へ.好奇心

卜.お酒が好きだから

チ.憂さ晴し

項目16.あなたの日常の生活にお酒

はどの程度必要ですか｡

ィ.絶対必要

ロ.ある程度必要

-.どちらかといえば､

ある方がよい

二.ない方がよい

ホ.あってはならない

一 般 成 人 大学

計那 農 久米良 八重山 宮市

村 古 坐0.0 0.0 2.6 0

.0 0.0 1.4 0.427.027.120.

518.6 9.937.123.93ー118.6 2,519.6 5.120.5 1.231.

4 3.638.7 0.010.0 2ー722.628.80.924.11.029_51,329.I2.334.21.820.01.427.7

1.318.624.617.916.310.820.018.83,19.0 1.05.8 266.1 1.27.6 0.93.5

10.02.8 2.66.349.851.758.556.557.442,352.426.512.128.014.025.69.828.36.
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項目17.あなたがお酒を飲む主な時

間帯は次の中のどれですカも

ィ.PM5:00-

PM7:00

ロ.PM7:00-

PMIO:00

ハ.PMIO:00-

PM12:00

二.PM12:00以峰

ホ.その他

項目18.あなたがお酒を飲み始めて

から飲み終るまでの時間の

長さで最 も多いのは次の中

のどれですか｡

ィ.30分以内

ロ.30分～ 1時間

-.1時間～2時間

二. 2時間～3時間

ホ.3時間以上

一 般 成 人 大学

計都 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐2.748.237.14.0 2.558.733.31.5 2.556.335.03.8 3.350.530.85.5 2.756.624.81B 0.022,550.716.9

2.450.934.64.48.04.0 4.06.1 2.52ー4 9.94.414

.22.5 9.94.2 7.74.215.9

14.2 9.812.1 6.8 2.8ll_822.621.325.625.312.7ll.3

20.426.529.423.224.221232.4



項目19.あなたがど-ノL,, ワインな

どの軽いお酒を飲むのは主

に｡

ィ.食事の前が多い

ロ.食事の最中が多い

ノ＼ 食事の後が多い

項目20.あなたが､あわもり､ウイ

スキーなどの強いお酒を飲

むのは主に｡

ィ.食事の前が多い

ロ.食事の最中が多い

-.食事の後が多い

項目21.バー･キャバレー･大衆酒

場等へ酒を飲みに出かける

時は｡

ィ.職場から直行するこ

とが多い

ロ 帰宅してから出直す

ことが多い

一 般 成 人 大学

計那 農 久米島 八重山 宮市

村 古 坐47.445.646.847.1

39.440.345.08.1 7.8 2.

620.014.419.4 10B44.523.346.728.250.622.732.930.646.216.740.32.944.222

.47.9 7.9 6.714.1 4.6 4.4 7,768月32.567.563B38.059.170.732,467.655.326.273.8

78.7
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項目22.あなたは､お酒を飲み過ぎ

て健康を害 したことがあり

ますか｡

ィ. 2日酔程度が多い

ロ.医者の治療を受けた

ことがある

-.そのような事はない

項目23.あなたは､酒を飲みすぎて

仕事を休んだことがありま

すか｡

ィ.よくある

ロ.たまにある

ハ.ほとんどない

二.全くない

一 般 成 人 大学

汁那 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐48.342.758.552.2

54.450.049.48.343.51.8 7.549.24.0 6.135.46.2 8.739.14.413.232.552 Ol)

50.0ll.6 7.942.64.427.219.

325.929.732.820,325.525.429239.527.528.433.329.



項目24.あなたは､酒によって トラ

ブルを起したことがありま

すか｡ (ひとつ選ぶ)

ィ.家族とトラブルを起

したことがある

ロ.友人､仕事仲間とト

ラブルを起したことが

ある

-.親せき､近所の人と

トラブルを起したこと

がある

二.警察のやっかいにな

るトラブルを起したこ

とがある｡

ホ.その他

項目25.あなたには､きまった飲み

仲間がいますか｡

ィ.い る

ロ.いない

一 般 成 人 大学
計那 農 久米

八重 宮市 村

島 山 古 坐25.023.931.938

.240.4 1.627.115.12.61.056.362.019.40.63.952.358.0 722.91.456.550.018.42.60.040.855.614.13.03_039.461.019.40.08.171.075

.415.92.02.652.460.038.041.5
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項目26.項目25でイと答えた方にお

聞きします｡

あなたの飲み仲間は.どの

ようなつき合いの人ですか)

ィ.家族 ･親せきの者

ロ.友 人

ハ.職場の仲間

こ.同じ地域の人

ホ.その他

項目27,あなたは､宴会や会合など

の集まりでお酒を飲む機会

は月に平均してどのくらい

ありますか｡

ィ.月に1･2回

ロ.月に4･5回

ハ.月に5-10回

こ.月に10回以上

ホ.その他

項目28.あなたは､どのような集ま

りの宴会､会合などで酒を

飲むことが多いですか｡

ィ.家族 ･親せきの祝い

ロ.地域での祝賀会

-.職場の集まり

二.友人との親睦会

ホ.その他

一 般 成 人 大学

汁那 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐6.3 8.612.815

.7 9.9 2.0 8.653.249ユ33.3

47.145.196.053.235.725.938ー531.435_2 0.028

.94.011215.4 5.9 7.0 0.0 7.120.067.620.065.2 0.061.3 0.060.2 2.859.1 2.073.

5 1.164.810.5ll.415

.021.626.4 7.414.63

2 3.8 8.8 2.3 4.5 2.9 4.03.2 2,7 1.3 3.4 4.5 9.0 2,8

15.517.916.818.413.820.312.521.3 5.522ー51621.4

13.917.83.7 8.621β 4.5 2.

7 2.9 6.633.035.729.7



項目29.宴会や会合であなたは､酒

をどの程度飲んでいると思

いますか｡

ィ.酔うぐらい飲むこと

が多い

ロ.酔わないようにさし

ひかえる事が多い

-.ほとんど飲まないこ

とが多い

項目30.宴会や会合の後に二次会な

どがあるときは､あなたは

ィ.参加することが多い

ロ.参加 しないことが多

い

項目31.項目30でイと答えた人に聞

きます｡二次会では､

ィ.よく飲む方である

ロ.飲まない方である

項目32.項目30でロと答えた人に聞

きます｡二次会に出ないと

きは.

ィ.自宅で飲み直す

ロ.二次会とは別行動で

飲む

-.ほとんど飲まない

一 般 成 人 大学

汁那 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐35.432.550.038.9

57.849.341.151,150.043.8

54.437.143.547.713.571.217.069.8 6.368.8 6.773.

6 5.275.2 5.882月llJ〕72.528.861.728.649.331.367.326.

462.724.873.917.464327,161.338322.745.310.132.723_137.3ll.126.117.935.

70.037315.47.6 6.3ll.5 3.71



飲酒行動に関する心理学的研究Ⅰ (中村 ･国吉 ･島袋 ･名城)

項目33.一般に宴会や会合での席で

酒に酔った上でのトラブル

が多く見うけられますか｡

ィ.かなり多い

ロ ある程度 トラブルが

ある

ハ.少ない方だと思う

項目34.あなたIことって気楽に酒の

飲める場所は､次のうちど

こですか｡

ィ. 自宅 ･親戚宅

ロ.友人宅

-.大衆酒場

二.職 場

ホ. バー ･キ ャバ レー

へ.その他

項目35.お酒はあなたの生活に役立

っていますか｡

ィ.役立つ

ロ.多少役立つ

ハ.わからない

こ.邪魔になっている

一 般 成 人 大学

計那 農 久米島 八重山 宮市

村 古 生2.8 3.2 2.7 2

.4 21)4.3 2.910.615.1 6

.7 6()10.917.411586.659.280.662.390.762.591.769,287.157.478.322.185.457.3

6.916.712.5 3.320.029.

413.613.8 8.8 6.3 6.6

6.139.712.32.3 3.5 5.

0 6.6 2.6 0.0 3.3ll.5 8.8ll.3llf) 9.6 0.0 9.3

5_719.6 0.014.4 2519.5 3.324.4 4.313.6 8.8145 4.017.5

45.340.848.8 6.738.233.



項目36.あなたの周りに度を越 して

酒を飲む人がいますか｡

ィ.多いと思う

ロ.少ないと思う

項目37.あなたがお酒を飲みかわす

時の話題で最も多いのは､

次の中どれですか｡

(ひとつ選ぶ)

ィ.政治 ･経済

ロ.家族の話題

-.地域社会の話題

二.職場の話題

ホ.仕事の話題

へ.その他

項目38.あなたが酒にともなって食

べる料理で主なものは次の

うちどれですか｡

(ひとつ選ぶ)

ィ.琉球料理

ロ.和 食

ハ 洋 食

二.中華料理

ホ.その他

- 般 成 人 大学

計那 農 久米島 八重山 宮市

村 古 坐19.025.025.329.5

30.932.925.481.05.175.03.074.70.069.33.369.1

2.867.16.374.53.66.9

10月10.4 9.9 5.5 1.6 7.926.332,731.223.125.721.9

27.618.413ユ13.013.2ll.9

14.1 14535.033.241.642.945.9 1.634.98.335.1 7543.4 3.962.5 7.752.2 8.338/754.78.7ll.540.2

39.131ユ17523.342.

543_533.898 6.1 6.3 6.7 4.7



飲酒行動に関する心理学的研究Ⅰ(中村 ･国吉･島袋 ･名城)

項目39.お酒を飲む時に音楽があっ

たらよいと思いますか｡

ィ.あった方がよい

ロ.ない方がよい

ハ.わからない

項目40.あなたが酒を飲む時は､ど

のような音楽がいいですか

(ひとつ選ぶ)0

ィ.演 歌

ロ.琉球民謡

ハ.ポピュラー ･クラッ

シック

こ. ジャズ ･ロック

ホ. その他

項目41.バー ･キャバ レー ･大衆酒

場等へ酒を飲みに出かける

時Iも

ィ.自分から人を誘 うこ

とが多い

ロ.人に誘われることが

多い

- 般 成 人 大学

計那 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐78.571月70.777.8

84.180.076.712.314.7 8

.510.0 5.312.9 1139.260.313.754.820.750,612.259.110.688.1 7.1232 ll.958.4

25.135.546.830.7 8.3

2.9262ll.0 6.1 1.3 3.

4 2.839.1 9.21.4 1.5 1.3 1.1 0.9232 3.32314.8 2.016.3 0.026.4 4522.6 0()8.5



項目42.お酒の持つ最大の利点は何

だと思いますか｡

(ひとつ選ぶ)

ィ.自信がつく

ロ. ス トレス解消に役立

つ

ハ.つき合をよくする

二.体によい

ホ.欲求不満解消Jこなる

項目43.お酒の持つ最大の欠点はど

のような事だと思いますカも

ィ.健康を害する

ロ.人間関係を悪化させ

る

-.金がかかる

二.社会に迷惑をかける

(飲酒運転 ･犯罪等を

誘発する)

項目44.酒を飲む人々 (飲酒人口)

は年々増加 していると思い

ますか｡

ィ.かなり増加している

ロ.いくらか増加してい

る

-.減っている

一 般 成 人 大学生 計那市 農 久栄村 島 八重山

宮古0.9 3.5 2.5 3.3 1.

9 0.0 2.135.629.324ユ26.4

17.831,928.856.263.165

B64,877.659.463_33

.2 1.5 5_1 2,2 0.0 1.4 2.24.146.1 2.5355 2.541.3 3.340.9 2.841.3 7.230.

4 3.540.21.8102 5.3 6.8

5B 2.9 5.628.826A28D26.121.243528.123.343.227.936{)25.334.226.146.131.74

1.323.222926.238.650.95



飲酒行動に関する心理学的研究1 (中村 ･国吉 ･烏袋 ･名城)

項目45.酒に酔って問題を起す人が

増えてきていると思います

か｡

ィ.かなり増加 している

ロ.いくらか増加 してい

る

ハ.減っている

項目46.沖縄では飲酒者に対する社

会の態度は

ィ.きびしいと思う

ロ.大目に見ていると思

う

ハ.ルーズであると思う

項目47.あなたの周りで未成年者の

飲酒は

ィ.よく見 られる

ロ.たまに見 られる

ハ.ほとんど見 られない

一 般 成 人 大学

計都 農 久栄島 八重山 宮市

村 古 坐25.722.320.528.4

29.5ll.423.852.852.842.3

48.958.164.353.121.67.824.910.737.210.022.712.

512.45.524.31.423.18.447

.053.646.351.152.335.748.845.213.935.718.043.8ll.136.427.5 2.223.962_9∫164.3

42.823.035.145.144.439.65


